ケンキュウ ドウコウ ニホン ケンキュウ キリストキョウシ ニホン キリストキョウシ ノ キンキョウ by 山口 陽一
日本キリスト教史の研究分野で，近年目
立つのは，資料の刊行という基礎作業の充
実ぶりである。
以前，『福音新報』『基督教世界』といっ
た主要教派の機関誌を閲覧するため，某キ
リスト教系大学の付属史料室に通ったこと
がある。そこを選んだのは，実物が相当数
見られる数少ない場所の一つであり，手続
きが比較的簡単であるという理由からだっ
た。しかし，実物である以上欠号があるこ
とは避けられず，コピーやマイクロフィル
ムで補うことになった。かつての研究者の
苦労を思えばこれでも充分幸いなことなの
だが，さらに小教派の機関誌まで一堂に見
ることができたら，と夢を描いた。
この夢は，完全とは言えないまでも，日
本図書センターの『マイクロフィルム版近
代日本キリスト教新聞集成』によって実現
した。
これは同志社大学人文科学研究所の編集
協力により1992年から３年３期に分けて刊
行されたもので，第１期173巻には，日本
基督教会・日本組合基督教会・日本メソジ
スト教会の機関誌が，第２期79巻には，戦
時下の基督教連盟・日本基督教団の機関誌
とバプテスト・ホーリネス・ルーテル各派
のものが，第三期108巻には，聖公会・ハ
リストス正教会・カトリック教会の機関誌
群が収められた。また，これらの目録・索
引として『キリスト教新聞記事総覧』の編
集がなされ，1996年に第１期分の10巻が刊
行され以下継続中である。
こうした基礎的研究の成果として，1997
年２月には，同志社大学人文科学研究所編
『日本プロテスタント諸教派史の研究』（教
文館）が産み落とされた。今後この新聞集
成は，日本のキリスト教史研究に不可欠の
ものと言えよう。ちなみに，日本図書セン
ターからは，戦前の『基督教年鑑』（全24
巻）も復刻され，便宜をもたらしている。
キリシタン史の分野では，『キリシタン
研究』が，1993年の三十輯から「キリシタ
ン文学双書」として，キリシタン時代の教
理書・信仰書を世に送り出している。既刊
のものもさらに厳密な校訂を加えられた形
で手にできることが喜ばしい。最近刊は，
ペドロ・ゴメスによるイエズス会日本コレ
ジオの『講義要綱』(Compendium)で，こ
の日本語本は，1996年にオックスフォード
大学モードリン・カレッジ付属図書館で
400年ぶりに発見されたばかりのものであ
る。実に胸の高鳴ることである。
終わりに，1997年に刊行が始まった注目
すべき資料集に是非とも言及したい。それ
は成立後半世紀を経て初めて刊行される
『日本基督教団資料集』である。第１期分
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〔研究動向・日本研究（日本キリスト教史）〕
日本キリスト教史の近況
山　口　陽　一
４巻５編のうち第１巻として第１編「日本
基督教団の成立過程（1930～1941年）」が
11月に出版された。
内容は，第１章「諸教派の信仰告白，教
憲・教規」に始まり，合同に向かう各教派
および日本基督教連盟の対応から，実際の
合同準備作業に関する資料とその解説であ
る。項目として目をひくのは，第４章「日
本と朝鮮，台湾の諸教派」で，分量として
は小さな章であるが，資料集の姿勢を示す
ものとして注目される。主要教派の対応に
ついては，かつて個別にあたってみたこと
があるが，こうして集成されると教団合同
に向かう諸教派の動向が実によくわかる。
日本基督教団の成立は，日本キリスト教
史中，最大の出来事に違いない。現在の日
本基督教団は，合同教会の形成を理念とす
る一教派であるが，合同時の日本基督教団
は，当時のプロテスタント諸教派の大同団
結であり，戦時態勢の強化を図る国家の要
請に応える形での合同は，最悪の教会合同
だった。この資料集は，その最悪さを浮き
彫りにする。
この第１巻を評して鈴木範久は，「本書
がつきつけている問いは，何よりも現在あ
る日本基督教団の存在理由なのである」
（『本のひろば』1997年12月号）と言うが，
その通りであろう。それほどこの教会合同
と教会性の放棄は表裏一体である。また，
教団合同と神社参拝の許容が，国家権力に
迎合するという意味で，一つの出来事であ
ったことも実感させられた。
この資料集は，ただ日本基督教団のみな
らず，戦後独立した諸教派にも問い掛ける。
即ち，戦後の教派形成において忘却してき
たことがあるのではないかと。
〔非常勤講師　日本基督教史　担当〕
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北朝鮮の「キリスト者」に関するいくつかの資料
西　岡　　　力
飢えで苦しむ北朝鮮への食糧支援など日
本のキリスト教界でも北朝鮮の「キリスト
者」との交流が少しずつ進められている。
（ここで「 」つきでキリスト者という語
を用いたのは自称「キリスト者」が必ずし
もその通りではない場合もあり得るという
意を含んでいる）。
北朝鮮には公認された宗教団体として，
漓朝鮮基督教徒連盟，滷朝鮮天主教人協会，
澆朝鮮仏教徒連盟，潺朝鮮天道教会中央指
導委員会などがある。漓はプロテスタント，
滷はカソリックの団体である。なお，潺は
在来宗教の団体だ。
漓の幹部である高基俊牧師（1985年当時
